




葎酸石灰を有するアオミドロ

神l 谷平*

T. KAMIY A: On the Sp口ー'Ogyl'aSp. Containing 

Calcium Oxalate 

淡水藻の細胞内lζは往々結晶体を含むものが見られるが，特に接合藻類

のチリ モ科のミカヅキモ Closteriumは常に硫酸石灰の微粒を有するらのが

あり，アオミドロやホシミ ドロ属の Zygnemacruciatum Iζはタンニン粧が

あり，ヒヂオリ 属の Mougeotiascalaris lCは塩化第二鉄を含むととが知られ

ている。乙乙 lζ述べる十字型の移酸石灰の結品体を有するアオミドロについ

て，FISCHER (1883)は熱帯地方で Sρirogyrasetiformis， TRANSEAU (1914)は

ドイツで Sρirogyraell~ρsospora を報告している。筆者は愛知県内産の結晶

体のあるアオ ミドロ を調べ何れも移酸石灰で塩酸に諮け，酷酸lζ不溶てある

が，灰{象にした結晶は目!?酸lζよく溶ける乙とを隊認した。

採集したアオミドロは S. ell ~戸sosρora に近似するが細胞の太さは小さ

く，S. setiformisに比して葉緑体数少なく ，両者の中間の種類と思われる。

細胞の径 78~1l1 μ， 長さ 1~5 倍で栄養期は長いが接合期は短くなる。接合

子はl民面 lζ 模様なく ， 楕円体をなし 60~80x 80~105μ である。葉緑体は

(2~) 3~6 本， 2~3 回らせん状でピレノイドは大きく多数ある。 細胞内の彦酸

石灰の結晶は葉縁体の内側lζ平行或いは垂直または斜[ζ位置し，結晶の形は

3叉状，十字形，複十字形(Fig.1，D)などさまざまであるが一般に十字形が

よく見られる。 乙のような結晶がどの細胞にもあ り，その数はl時期によるか

環境lとよるかはli'(ti言できないが，1 11~jから数 10 個 (Fig . 2) 含まれたも のま で

ある。 乙れらは細胞内lζ比較的中火lと多い傾向があるー年中何時でも存在し

接合直前にも見られたが (Fig.1，A)，談合子は抑協して見たが見当らなかっ

た。 ζ のアオミドロの採集状況は次の通りである。

( 1 )岡崎市明大寺町 30/XI・56 水 田神谷 (Fig.1， B， C) 

( 2 )同 13β1 '57 水 田神谷 pH.6.4-7.6 

( 3 )間 四月II'57 満室水筒神谷(接合)(Fig. 1， A) 
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Fig. 1. Calcium oxalate crystals 
ll1 a c巴11of Stu.ogym sp.; A， at 
conjugating period; B， C， vege-
tative cells period; D， various 
forms of the crystal by・ spodo-
gramme (Ax73; Bx145; C， D 
x4(0) 

( 4 ) 岡崎市明大寺町

(5 ) 宝飯郡音羽町萩

( 6 ) 犬山市木曽川11伴

2jIV'57 

24jIV'57 

8jVI '57 

( 7 ) 知多郡横須賀川1太田川 14jIX'57 

(8) 愛知郡豊明村前後 12jX '57 

71<. 

庭

Fig. 2. Calciu m oxalat巴

crystals i 11 the cells 

of Stu.ogym sp.; by 

spodogrul11111e (ca. X 

410) 

岡村i谷 pH.7.0-8.2 

池伊藤 顕 正

河原水溜 佐藤徳 次

1男水池佐藤徳次

回佐藤徳 次

( 9 )岡崎市明大寺111J 20jIV'59 水 田神谷(灰像)(Fig. 1， D ; 2) 

(10)同 15jVI '59 水 田神谷(接合)

このように彦酸石灰を含むアオミドロは愛知県内lζは広く分布し，産地

の多く は花開岩地干作の清冷な湧水の流れる水田，池 i辞l乙自生し冬でも生育

する。

なおアオミドロ属は KRIEGER(1941)によ ると275種類知られているが，

そのう ち穆酸石灰を含有されている乙とが報告されているのは前記の2種類
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のみである。また普通顕花植物の細胞内[ζ含まれる蔭酸石灰は金平糖状，針

形または十字形であるが，複雑な後十字形まで発達することは本穫の特異性

があるゃに思われる。また穫酸石灰の結晶の一番多かった試料は産地(9)，接

合前の細胞が短くなったもので， 数 10個も含まれ， 複十字形結晶の多いの

は冬期であったことは生理的!と重要な関係があるかも知れない。

以上今まで調べ得た ζ とを報告し，今後の調査をまつ乙ととする。

Summary 

The author founcl the existence of calcium oxalate crystals ¥¥"ithin the cells of 

δμ1"ogyra sp. collectecl at Aichi Prefecture (the miclclle part of Japan) ancl so far 

as he knows， this r巴corclhas not yet been r巴porteclhitherto in Japan 

The species name of this S;ρ口'ogymis not clear at present but it seems to be an 

intermecliate form between S. ellかsospomancl S. setifonnis: cells 78-111μin clia-

meter， 1-5 folcl in length， chromatophores (2-) 3-6， 2-3 times spirally， zygospores 

ellipsoicl，60-80x80-105μ， sllrface of cell wall without ornament (Fig. 1， A). 

The form of calcillm oxalate crystals varies as shown in Fig. 1， A; ancl the 

crystals are to be observ巴clall the year rOllncl 

References 

CZURDA， V. (in Pascher) (1932): Die Suss¥¥'assr-Flora Mitteleuropas， Heft 9， Zygn-

emales， 202-203， Fig. 217. FISCHER， A. (1883): Ueber clas Vorkommen von Gypskry-

stallen bei d巴nDesmiclieen. Jahrb. wiss. Bot.， 14: 133-81， Taf. X， 13. KOLKW[TZ， 

R.， H. KRIEGER (in Rabenhorst) (1940): Kryptogam巴nflora，Bd. 13， Zygnemales， 14 

-15， 354-56， Fig. 1-1， 497. 

越後能生及び近傍の海藻ノート (5) 

斎 藤 譲ネ

Y. SAlTO: Notes on Some Marine Algae from Nou， 

in Echigo， ancl Vicinity (5) 

LaU?'encia intermedia YAMADA クロソゾは 1931年山田幸男教授によ

り，江の島主主の材料{とも とづいて設けられたが，その生殖器官については四

能生水産高等学校
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分胞子体の成実校についてかんたんな記述があるだけで，有性世代の植物体

とその生殖器官についてはその後も報告がないようであるι

能生附近lζ本穫はどく普通にみられ，前iζ報告した (1956)百川産の材料

は悶分胞子体であったが，その後の採集で多くの11.9分胞子休と，1960年6月

には雄性配{肉体を，同年8月1ζは雌性西日間体をも数個体採集して観祭する乙

とができたので，その結果を報告したいと思う。

御指導と ζの稿の校関をいただいたl時田部先生に，また極の同定につい

て御教示を仰いだ山田幸男先生leJ単くお礼を申しあげる。

Laurencia intermedia Y AMADAクロソゾ (Figs.1-4). YAMADA， 1931， p. 

191， Pl. 1， Fig. c， Pl. 2; 岡村，1936， p. 853， Fig. 399;東，1936， p. 9;大

島，1950， p. 147， Fig. 120; 斉藤，1956， p. 106;広瀬i， 1958， p. 268. 

産地: 能生(鷲肱 6月，1956; 6月，1960，δ 7月，1960， E:j; 8月，

1960， ei， ♀， ffiJ， 宵)I!('1斉藤，9月，1954， EB; 4月.1956)， 郷

Fig. 1. Law"e1Jcia inte，'media 
YAMADA クロ )j

a. 体の横断面の一部， x104. 
h， c. 体の先端に生ずる毛状菜，
bは若いもの，x270; cは成長
したもの，x 162 

j掌(斎藤，8月，1957， EBl 
分 布: 試の島(i1r¥:EI ，岡村)，佐渡(王子

回，未発表)， 富山湾(大島 3

東)，但馬(広瀬)

f本は叢生し，高さ 5-15cm，円柱状

で径 2.5mm'ζ達する。主軸は根元の近

くで分岐するとともあるが (Fig.4， I，)， 

つねK体の先端までたどる乙とができ，

互生，対生，まれに輪生する羽状の校を

だす (Fig.4， G-I)。校は径 1.5mmに達

し，若いときは小枝が少ないが (Fig.2， 

f)， 6-7月以後採集の老成したものは多

くのとまかい小枝におおわれて (Fig.2， 

a-e)， 肉眼的lζ荒いものと別種のように

みえてくる。 小校は先立itーにくぼみをもち

くぼみの!忘の中央部l乙成長点がある。す

なわち球面を上にむけた半球状の頂細胞

がくぼみの底面よりややもりあがって位

し，その下lとたがいちがいにななめに関
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節した中執細胞がつづく。

乙の中軸形の構造が明らか

なのは体の先端部だけで，

老成した部分では中執はた

どれなくなる。また成長点

をか乙んで 1チIJ細胞の分岐

する毛状葉が生 じている

(Fig. 4， F)，。 ζの毛状禁の

うち成長点にちかく若いも

のは小さく ，高さ約150μ，

その先端部の細胞の太さ約

3.6ー5.2μ，長さはその 1.2

-2倍ほどあ り， かなり正

しく叉状分岐をしているが

(Fig. 1， b)，しだいに上部の

c捨
Fig. 2. Lanrencia inte円ned叫 YAMADAクロソ/

el， b. 雄性配偶体の府j子様子Eをもっ校の一部
C. 雌性配偶体の雪量巣をもっ校の一部

cl， e 四分胞子体の成実校をもっ校の一部
f. 若い体の先端部

a-e， x5; f， x3.6 

細胞から太くなり，また長くのびてきて (Fig.1， c)，成長点のまわりにあた

らしく表皮細胞ができて，モ状葉の根元が成長点からへだてられてゆくにし

たがい，径7-10(-15)μ，径の (4ー)7-11倍の長さの細胞からなる毛とな

って，校端のくぼみのそとに 1mmくらいまでながくのびだしてくる (Fig.

4， D-F)。 体の横断面で観祭すると，表皮細胞は長さ 33-37μ，径10-13μ

で柵状にならび，髄細胞は直径約100μまでの円形か，かどのとれた三角な

いし多角形で， 細胞l院に半月形肥)~部はなく ， 体の中心の方 lζ は大きい細胞

がならぶよう である (Fig.1， a)。との髄細胞は体の縦!紬の方向に長く ，長さ

約230-420ρ，ややゆがんだ円柱状を呈する。体色は4月から 6月採集の若

いものは黒く ，老成してくると体の上部から緑色をおびてき，さらに黄色に

かわる。 8月中下匂採集のほとんどの個体はその全体か，すくなくとも上半

部は黄色であった。またほとんどの個体の特に主軸の下部lζは無節サン ゴモ

の着生がみられ 8月採集のものでは小校や霊泉の表面にまで着生する乙と

もあった。

本種は雌雄異株で，雌堆の配(肉体も四分胞子体も栄養体の構造は同じで

ある。

t能性配偶体の小枝のさきは倒円 ~r~形にふくれた精子器托養 となり ， 大き

-0-
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d 

Fig. 3. La，"'e"cia int白 mediaY AMADA クロソゾ
a 襲来の縦断商
b 精子総中輸の分肢をしめす

C. 若い*lj子擦の先端部

d 成熟した精子裳をもっ精子総の一部

a， X7S; b-d， xS20 

いものは直径 1.5mm  IC述し，校端に大きいくぼみがあり，その底lζ多くの

精子器品をつけ る (Fig.2， a， b; Fig. 4， A)。精子封書は中11411と校から成り，中

1IJljは太さ 4.4-6.0μ で，太さの 1-2倍から，成熟したもので 5.5-6.2倍の長

さの細胞の列から成 り ， 各々 の I~コ軸細胞はその l宇l火部から数個の周心細胞を

分割し，その周心細胞から生ずる細胞枝の末端細胞が結子ZVとなる (Fig.3，
d)。精子裂は宿円形か倒卵形で，まがたま状を呈する ζとが多く ，太さ 4.8

5.2μ，長さ 8.8-10.8μ，先端部lζ大きい核がある (Fig.3， d; Fig. 4， B)。中

軸の頂端細胞は大きい倒卵形を呈し (Fig.3， c; Fig. 4， B)，中軸は途中で叉

状lζ分岐する乙ともある (Fig.3， b)。

一 語義については斎藤、(1960)の附記を参照
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Fig. 4. Laltreucia ;"termedia YA~'[ADA クロ J "j・

A. 粕子保托の縦断面(アセトカーミンで染色) B 成熟した粕子褒をもっ精子
得 (ア セトカーミンで染色) C. 鷲果の縦断而 (7ニリンフソレーて'染色) D 四
分担子安をもっ成実枝の縦断面 E. ['可分胞子裂を bつ成災枝先端部を上から見
る F 成長点をも っ[水先端部の縦断面 A， C-E， x33; B， x335; F， x88 
A-F顕微鏡写真 G 雄性配偶休(能生，6月，1960)]-1 盟主性配偶体(能生， 8 
月，1960)1. 四分胞子!本(能生，7月，1960) 

7 
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袈果は雌性配!肉体の末端校か，そのちかくの体表E討にでき，たてにやや

ながい議形で径 0.67-0.96mm，頂端lζ果孔をもっ (Fig.2， c)。縦断面で観

察すると底部lζ大きい癒合細胞があり，その直径約 150μ， その上?と分岐す

る造胞糸をだし，造胞糸の先端IC果胞子ができる。果胞子は倒卵形か根棒状

で，直径約30-52μ，長さ 57-182μである。ますこ造胞糸から果皮の内面!こ

むかつて栄養糸が射出されており，それと辿絡する糸状細胞が果皮の内面lこ

ならぶ。果皮はj享く ，その表皮組織は細長く柵状にならんだ制胞から成る

(Fig. 3， a; Fig. 4， c)。

四分胞子襲は四分胞子体の末端校や，校からでる副校の変成した成実校

に形成され，その先端部にとくに多くできる (Fig.2， d， e)。成実校の表面[と

は成熟すると多くのいぼ状35起ができて波状lとうねって見えるが，との状態
は1111分胞子放出後もかわらず，表面の平らな未熟の校と区別ができる。四分

胞子袈の大きさは直径約 30μ から 140μ くらいまでのひらきがみられ，一
般に成実校の先端部にあるものは小さく ，先端から速いものほど大きい。 小

さい胞子藍も四分裂を終っているものが多いから，四分胞子襲細胞は分裂前

は小さし分裂後lζ大きくなるものと思われる (Fig.4， D， E)。 すなわち成

実枝の成長点のちかくに四分胞子袈細胞ができ，小さいうちに減数分裂を終

り，成実校の成長にともなって，しだいに先端から速い部分lζ移動しながら

大きくなり，IJ包子は成熟して放出され，成実校はなお成長をつづけて無限的

~C 四分胞子委細胞をつくりだしてゆくものと思われる。

以上のようにク ロソゾの生嫡告書官について筆者の観察した と ζ ろは，

KYLlN (1923)が Laurenciaρinnatifidaで観察した結果と大きいちがいはな

く， また筆者が前報 (1960)した Laurencianipponica YAMADAウラソゾと

もよく似ている。しかし，造胞糸から果皮の内面にむかう栄縫糸は，クロソ

ブとウラソゾの場合には成熟した襲来にも見られるが Lauγencz.αρinnati-

fidaではw果が成熟するにつれて栄養糸はホ!i液化して裂果内をみたすように
なるというから，ζのJえがちがっている。また KYLlNはLaurenciaρmnαti-

fidaで，精子揚の中軸が分岐する乙とや，成実校が成熟すると表面[ζいちじ

るしい巴l凸を生じてくるととなどは観察していないようである。

Sumrnary 

111 the present paper is given a l11orphological clescription of the sterile ancl 
fertile， sexual ancl asexual， specimens 01 LaU1・'e1lcza1.1lt白 l1ediaY A:VIADA collectecl 
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by the writer himse!f at NOll， Momoga¥¥"a and GOZll in Echigo Prov・ince，on the 

Japan Sea coast of Central Honshu. This species is dioecious. There is no essen-

tial difference in the vegetative strllctllres among the male， female and tetrasporic 

plants. Central axis of anth巴ridillmis S0111巴timesbrancheLl (Fig. 3， b). Stichidial 

brancblets are remarkable in lh巴irknobby日ppearanc巴 wh巴nmatured (Fig. 4， D， E). 

Longitllclinal sections of the cystocarp revealecl the pres巴nceof nlltritive filamenrolls 

cells issued from the gonimoblast and lining the pericarp (Fig 3， a; Fig. 4， C)， as 

previollsly observecl in Laul'encia 12ψρo1lica Y AMADA. 

文献

東道太郎 (1936) 日本海(本州沿岸)産海務図録.水産研究誌，31 (5); 290-298 (別刷でト9).

広瀬弘幸 (1958):但馬産海務目録(予報).兵庫生物， 3 (4); 265-268. KY L!:--i ， H. (1923) 

Stlldien uber die Entwicklungsgeschichte cler Florideen. Kungl. Sv. Vet.-Akacl. 

Hancll.， 63 (11); 1-139 (L即日-ellciaρi1l11ctijicla123-130) 大島勝太郎 (J950) 富山湾海

部誌.東京 岡村金太郎 (1936):El本海部誌東京 斎藤談 (1956)ー越後総生及び附近沿

岸産海税目銭.北大水産奨報，7 (2); 96-108 一一一一一(1960):越後能生及び近傍の海藻
ノー ト(3).本誌，8 (3); 85-90. YAMADA， Y. (1931): Not巴son Laurencia， ¥¥"ith Special 

Reference to the Japanese Species. Univ. Calif. Publ. Bot.， 16 (7); 185-310. 

日本海南部に分布する POゆめwa
の種類に つ い て

芳永春男*

H. YOSHINAGA: On the Species of P01-phyra Distributed 
in the SOllthern Part of Japan Sea 

山口県日本海沿岸lこ分布するアマノリ属の多くは晩秋から翌年春にかけ

て治岸の岩石上lζ着生繁茂する所謂岩海苔が多い。 ζれ等当沿岸(ζ分布する

アマノリ属の種類については従来東1) 地図へ 岡村')片田5¥ 田中")等の

報告に断片的に見られるが当海域についてのまとまった報告は見られない。

又我閣のこ乙数年来のアマノリ 属の動向について見ると，太平洋岸のアサク

サノリ 安殖場特lζ東京湾等では北方種とされていたスサピノリ の増加が目立

ち，量的にもアサ クサノリをしのぐようになったといわれ瀬戸内海等南の

山口県外海水産誠験場
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方lζも盛んに移殖されるようになり分布は南へ広がりつつある。又北海道西

岸では f~めて少なかったクロノ リ が著 し く増えてきたといわれアマ ノ リ の分

布(量的な面も含めて)にかなりの変動が見られる。

著者等は1957年より 「イワノリ 類の増殖学的li)f究」 を実施 しており，

ζの間山口県日本海沿岸lζ分布するアマノリ属の種類について調査する機会

を得た。既lζ 3，4の種類lζ関しては報告した l川 8)，19)，20)が，ζ乙lζ乙れ等を

とりま とめ，山口県 LI本;4IJ{l岸lζ分布するアマ ノリ属の種類について報告す

る。

なお，本文を草するに当り種の問定lζ示唆を与えられ，激励を頂いた東

京水産大学殖田博士，本文校閲の労をたまわった鹿児島大学問中博士，終始

激励，↑お力を頂いた山口県内海水産試験場八柳技|事liIζ対し深刻の訟を表する。

P. Olzamurai UEDA クロノ リ

本種はウップノレイノリとともに岩海苔として，我国日本海沿岸Iζ広く分

布している乙 とは既に多くの報告仏の，3)・仏仏札1川 2)，13)，1めに見られると乙ろで，

山口県日本海沿岸でも随所に分布し，岩石，コ ンク リート ばかりでなく貝殻，

フジツポ殻上にも稀lζフノ リにも着生する。

出現時期は早い所で 10月中句-11月頃K見られ始め， 遅い所では 4月

頃迄着生しており，出現時期や着生期間等は着生場所，年等lζよって呉なる

が大体 11 月 下匂~12 月上句以降K多く繁殖する。

形態はかなり変化lζ富み卵形， 長卵7~ ， 笹架形と色々 の形のものが観察

されるが著者等1町の調べたととろでは波浪の影響の強い場所程細長い形が多

く，逆lζ波浪の影響の弱い;1)1>穏な場所程丸い形lζ近いものが多い。又基部の

形は模形，円形，心臓形等矢11られているが棋形は細長い形をした柴体のもの

に，円形，心臓形は丸い形lζ近い業体のものに多く見られる。

P. suborbiculata KJELLM. '7 )レパアマノリ

本種の分布について殖回 2) は「房総以南太平洋治 j~戸随所， 九州， 琉球，

朝鮮西南岸J，問中 12)も殖回と同じで「琉3ミK. 九州、1， 八丈山 iiiJll札本子15太

平洋沿岸随所」としており rl本海沿岸からは東1)が出雲(ぬ根県)より報告

している程度であったが著者問は山口県日本海治岸各所で本睦を観察した。

出現時期は早い所で9月下匂-10月初句に観察され始め 4月迄見られ，

岩海苔の着生期間中初めから終り迄着生が認められ着生期聞が長い。
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形態は普通卵形，腎臓形乃至漏斗状であるが，著者が山口県日本海沿岸

で観察した ものの中 10 月上句~12 月上旬!ζ摘採される ， 所謂秋nf.i:苔特にそ

の初期のものに，本種と思われるもので縁辺が不規則[ζ裂け，分裂の著しい

ものでは基部lζ達する迄多数裂け，各々の裂片が基部を中心』ζ放射状を呈す

る分岐状葉体のものが見られ，大きいものでは一裂片の長さが 15cm /，ζ達す

るものがある。この分!岐状葉体のものについては目下検討中である。

着生層はイワノ リ類の中で最も下層lζ着生し，満潟j線附近及びそれより

上では飛沫が岩面上を流れ落ちる際の溝にあたる所等あま り水はけのよ くな

い所に多 く着生し，12月以後の所謂寒海苔lζ入つては多くの場所でこれより

も上層!とその主体となるオニアマノ リが繁茂する。

forma latifolia TANAKA ヒロハマJレバアマノリ

本形については田中吟が肥前地方の由比，島原，加津佐，朝鮮木mより
報告している，著者は山口県日本海沿岸の黒井，川棚 l牢ikで本形を採集じ
た。又前記マノレパアマノリと忠われる分岐状葉体の分裂の少ないものの内，

本形lζ類似しているものが見られる。

P. dentata KJELLM. オニアマノリ

本種の分布について殖回りは 「千葉県以南，九州南部lζ至る間随所，朝

鮮J，田中町は 「九州、¥，相模地方，安房地方，朝鮮等で，本邦太平洋岸の中

南部lζ広く分布している」 といずれも本邦太平洋岸中南部，九州と しており

日本海沿岸からは高松1りが秋田県下から，芳永 ・八杉1I叫が山口県下から報告

しており，高松の報告について福原町はその後の多くの報告中本種が見当ら

ない所から「分類学的な再検討を要するものの一つであろう」と述べている

が最近福原2η も日本海北部に本種が分布している ζ とを認め「オニアマ ノリ

もやはり北海道にも分布し，日本海沿岸では松前まででアサクサノ リの北限

と一致するようだ」と述べている。いずれにしても従来の日本海の海藻相!と

関する多くの報告中本種がほとんど見当らなかった ζ とから考えると， 日本

海沿岸にはオニアマ ノリは分布していなかったか，分布していても極稀であ

ったものと思われる。 山口県日本海沿岸の分布については1957年[ζ著者等町

が乙れを孫r認したが，その後の調査により下関から江崎[ζ至る山口県日本海

沿岸lζ広く分布 しているのを再確認した。

本種は 12 月中句~2 月 下旬lζ摘探する岩海苔所謂寒海苔の主体をなし

ており，直接外海の波浪の影響を受ける岩礁上lζ広く 分布し，岩海苔の着生
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する長上位層迄本種の着生を認めることができる。殖回2¥回clコめによると

本種は密生しないものとされているが必ずしも密生しないとはかぎらないよ

うである。著者も密生せず疎生の状態をしばしば観察したが，場所lζよって

は密生して広い範囲lζ群叢を形成しているものも観察した。 ζのようなオニ

アマノリが群叢を形成する場所は従来より岩海苔の好漁場として利用されて

いる。出現時期は一般に 11月中匂-12月に多く着生しはじめ 3-4月の終

期頃迄見られる。

形態は卵形から細長い笹葉形(長いものでは 40-50cm)を呈するに至る

まで種々の中間形があり，単葉のものから裂片を生じ分岐しているものなど

色々の形状のものがが見られる。

本麗が隷辺lζ鋸歯を有していることは分類上の一つの特性として知られ

ているととろであるが，成葉体では基部にのみ大きい鋸歯を密lζ有し縁辺は

疎生のものが多く ，成熟したものでは時に基部にのみ鋸歯を有し縁辺には鋸

1留の見られないものもある。

P. tenera K]ELLM. アサクサノリ

本種が日本海沿岸にも分布している乙とは殖固め， 荷藤ベ 田中 1均等が

報告している，山口県日本海沿岸でも内湾や港内寄与の静穏な場所lζ広く分布

し岩石や防波堤，木竹等lζ着生している<1949年頃(実際にはそれより以前

lζ行なわれていると思われる)より油谷湾の伊上，十よ打開をはじめ吉見，小島，

玉江等の地先に瀬戸内海底のアサ クサノリ を移殖し養殖を行なっており，特:

IC:: iEl:I谷湾では近年アサクサノリの養殖が盛んに行なわれている。瀬戸内海産

のアサクサノリ を移殖する以前にも天然に本種が分布1していたかどうかは，

別lζ記録はないが移殖を全然行なったととのない所にも広く分布している と

ζ ろからすると，在来の地元産のアサクサノリが分布していたのではなかろ

うかと忠われる。いずれにしても移殖，養殖の結果その分布範囲が広くなっ

たものと推察される。

形態は7Jレパ型もナガパ型も存在するが大きさは養殖したアサ クサノリ

lζ比べて小さく ， 大きいものでも長 l1cm幅2cm，長 7cml隠6cmで一般

に長さ 4-5cmのものが多い。

P. yezoensis UEDA スサピノ リ

本種の産地としては北海道西南部，東北地方太平洋岸，朝鮮等が知られ

ていたが，近年太平洋岸ではアサクサノ リの養殖場[ζ本種の増加が目立ち，
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東京湾等ではアサクサノりをしのぐよ うκなったといわれており，瀬戸内海
でもアサクサノリと一緒に本程の養殖が行なわれるようになり，分布は南!ζ

広がりつつある。 日本海沿岸では東1) 大島め等が富山より報告しており，

福原2川ま兵庫県(日本海側)Iと自然iC::着生しているアマノリの標本を調べたと

乙ろスサピノリ が多いようだったと述べている。 山口県日本海沿岸では 1959

年 10月，11月山口県内海水産試験場で人工程付 したスサ ピノリを油谷湾lζ

移癒し養殖したが，それ以前lζ本種の分布は認められていない。

P. pseudolinearis UEDA ウツプノレイノリ

本種はクロノリとともに従来より日本海沿岸!こ広く分布している岩海苔

の種類としてよく知られており，山口県日本海沿岸にも広く分布している。

しかし山口県日本海沿岸!とおいて本種は量的にクロノリ ，マノレパアマノリ，

オニアマノリ程多 くは着生しない。

出現時期は他の県の日本海沿岸では 11月，12月の早い時期lζ多く見ら

れるようであるの，叫が，山口県においては 1月 2月lζ観察され叫他の岩海

苔類lと比べ出現時期はおそい。

形態は針葉形乃至笹葉形であるが著者等17)が池谷湾内で網漢にて養殖し

たものは，笹葉形であったがおそ くなって卵形のものがかなり見られたc

P. Sp. nov. (ソメワケアマノリ ，回中)

本種は片田5) fζよって 1952年日本海における未記載種として， 山口県

日本海沿岸の小川凡 の川口附近で発見され報告されたもので， 未だ種名は明

らかにされていない，著者も片田の発見したと同 じ小)11の川口で本種を採集

した (1960年 2月 18日)が他の場所から未だ採集していない。

生態等については片田町が詳細に報告しているが，生育場所は汽水域で

干潮時でも千出しない程度の浅所でムカデノリ属のl種lζ附着して繁茂して

いる。

形態は普通卵形乃至長卵形でほぼ正中線で雄性部と[ljg性部に区剖されて

いる。成熟したものでは娩性部は全面的lζ精子裂を作り，上縁から崩壊して

ゆくが雌性部は雌性細胞と栄養細胞が混在し漸次崩壊しながらも，面積を増

大してゆく ため全体は巴形を呈して くる，又往々tiIf:性部とくにその下縁が甚

だしく増大して漏斗状を呈するものがある。

下関市吉見永田本町の永田川及び同市安岡IIIJの友田川

句
、

u

， 
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アマノ リ属植物lキlではこの種は P.umbilicalis (L). J. AGチシマクロノ

リに最も近似した性質を有している。

Summary 

The s pecies of P01アhymgrowing in Yamagllchi Prefecture on the Japan-sea 

coast.sicl巴 W 巴reresearchecl from 1957 to 1961. As the reslllt of the stllcly seven 

species ancl one forma were iclentifiecl by the writer. Among thes巴 ther巴 isinclllclecl 

POl-phym pseudolinealis UEDA， well known species llsllally observable in IzllJl10 
Province， ancl it is wiclely c1istributecl in Yamaguchi Pref巴ctllre. 

The s巴venspecies are as follolV ; 

1. P. Okamul・aiUEDA 

2. P. suborbiculata KJELLM. forma latifolia TANAKA 

3. P. delltata KJELLM. 

4. P. tC'lCl百 KJELLM.

5. P. yezoensis UEDA 

6. P. jJseudolillearis UEDA 

7. P. spec. nov. This pecllliar species which was reportecl by Dr. 1.くATADA

in 1952 is assumecl to be a n巴w species. It se巴msto have a character which is 

qllite similar to P. umbilicalis J. AG. among th巴 knownspecies of POl-phy，-a. 
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大城 沖縄伊吾1.J急産タンポヤリについて 53 

日類の増殖学的研究， 第 2~:! 山 口県日本海沿岸におけるクロノジ P. Okamurai UEDAの

分布と形態の変異について 山口県外海水試研究報告 2(1). 19)一一一一一・ 一一一一一 (19

60) :イヲノリ類の泊殖学的研究，第3報山口県日本海沿岸産オ ニアマノリとウップノレイノ

日とについて 水産増殖7(3). 20)芳永泰男 (1960):111口県日本海沿岸産秋ノリについて

(予報)水産増殖8(2). 21)福原英司氏よりの省筋 (1960年6月6日付)

沖縄伊計島産タンポヤリについて林

大城肇*

H. OHOSIRO: Notes on Chamaedo1.is orientalis 

筆者は 1957年3月以来， 沖縄島中部東方にある伊計島の海藻を調べて

きたが，向島[ζ タンポヤリ の新産地を見出す事が出来たので， ここ にその知

見を報告する。

タンポヤリは 1931年，故岡村博士{ζ依って台湾紅頭峡から，Chamae-

doris orientalis OKAMUI<A et HIGASHIと命名されて発表された。 その後 19

34年山田幸男博士による沖縄島糸満からの報告があり， また 1938年山田 ・

田中両博士に依る琉球列島与那国からの報告がある。 山田博士の糸満の材料

は海底2尋の深所から採集された材料であるが，capitulumの部分が茎部よ

り長く articulationの数も著しく多い事によって C.orientalis (?)と疑問符

を付して報告された。いま岡村博士の紅頭峻のものと，山田博士の糸満から

表 1

項 目 間 村 山
(1931) 

体 の 高 占己 7，.....，9 cnl 

頭部の長さ 2 .6~1O cm 

茎 部 の 長 さ l茎部は常に頭部より|長く ，4~6cm 

頭部の 形|倒卵形 ー 楕 円 形| 円

頭部の節の数 I ~頭部の長さにかかわ I
らす同数で 14節

沖縄中央高校生物学研究室 ・疏王ま務類研究グループ会員

九州大学j~学部水産学教室業総

- 15-

田
(1934) 

17 cm 

10 cm 

7cm 

柱 状

28節
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の材料との相違点を表にして示すと表1の通りである。

筆者は伊計島から採集した材料数十{闘について，この両博士の記述の相

違点を考慮花入れて調査検討した。乙乙にその結-果について報告したいと思

う。 材料は 1957年 3月，4月，1958年 5月，1959年 5月にわたって向島で

採集したものである。乙の生育場所は向島の東西両海岸のもので，東海岸で

は千潮時で深さ約 50cm長さ 200m位の長いタイ ドプーJレの約 10m
2
イ立の

荒砂上lζ群落を形成して生育している。筆者はとの材料によって表2の観察

表 2

項 目

No. 
全 数|翰生校数| 頭部形状

1 2.7 つ~ 0.7 0.7 0.1 5 6 Bj( 1修

2 2.9 2 0.9 0.9 0.1 5 6 Bj( 形

3 3.2 2.2 1 1.1 0.1 3 6 球 汗長

4 4.4 3.5 0.9 l.2 0.1 4 6 球

5 5 4 1 l.2 0.1 5 6 球 1診

6 5 4 1 l.2 0.1 7 6 球 1診

7 4.8 3.8 1 l.5 0.1 5 6 球 形

8 6.7 5 1.7 つ 0.1 7 6 茸R 形

9 7.5 5 2.5 2.8 0.1 10 6 球 7形
10 7.5 4 3.5 3 0.2 12 6 ss Jr~ 

11 7.5 5.3 2.2 1.7 0.1 11 6 卵 形

12 7.8 5 2.8 1.5 0.2 8 6 円 柱 J決

13 8.5 4.5 4 3.5 0.2 20 6 円 柱 状

14 8.3 5 3.3 3 0.1 14 6 円 主住 1犬
15 9.2 5.2 4 3 0.2 l'J 6 orJ 1彩

16 9.5 5.5 4 3 0.1 12 6 円 主住 :決

17 10 4 6 3 0.2 18 6 円 柱 状

18 10.1 5.3 4.8 3 0.2 12 6 卵 形

19 10.5 5 5.5 3.3 0.2 22 6 円 業主 :伏

20 10.5 5.5 5 3.5 0.1 lLl 6 ss 1診

エi 7.7 5.5 2.2 l.8 0.1 8 6 円 :伏

22 11 3.5 7.5 3.2 0.2 20 6 円 柱 状

23 11 6 5 3.5 0.2 18 6 円 J士 状
24 12.1 5.1 7 2.3 0.2 22 6 円 柱 状
25 13 5.5 7.5 3.2 0.2 22 6 円 柱 状
26 14 7 7 3 0.2 21 6 円 柱 :決
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謂査結果を得た。

以上表の大要をまとめ， 考察を行ないたい。 体長は 2.5cmから 16cm

のものまである。生育地[ζは5月lζ小さいものから大きいものまで同時に見

られ，かつ老成しているものも見られた。茎の長

さは岡村博士によると ， 頭部より ~f;1ζ長いと記録

されており，一方山田博・士の材料では頭部の方が

茎部より長い。筆者の生育地における観察では茎

部の方が長いものや頭部が長いものがあって一定

しない。頭部の外形は球形，円錐形，倒卵形のも

のは多くは茎部が長く ，円柱状のものには頭部の

方が長い傾向がある。また筆者の材料ならびlζ現 12 

地観察では岡村博土の iEI:本部類図譜」第六巻

工0，11図版の形態をしたものは 1本もなく 小さい

ものは凡て球形をしている。次lζ頭部の関節の数

であるが，岡村博士は頭部の長短にかかわらずす 4 

べて 14節である と報告しており， 山田博士の材

料では 28節と記録されている。 筆者の観察調査 O 

の結果では関節の数は頭部の長さと関係があり と

4

2

0

8

6

4
 

。ρ
n

4

η

4

7
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噌

A

τ

ム

2 

2 4 6 8 lOcm 

図 I
れをグラフで・表わすと図Iのようになる。

結局節の数は頭部の長短によって増減する傾向にあると云う事が出来

る。なお頭部の長短及び形状は関節の数の他lζ各節から出る輪生枝の長短と

関係あると考えられる。

さきに述べたように岡村博士の材料はすべて14節と記載され， 山田博

士の材料は 28節であると ζろから山田博士は同種かどうかと疑われた。 筆

者の材料では 26個体のうち 14節のものは 3個体あり山田博士の材料の28節

をもつものとの聞に 9個体も見られ，節の数は不定で変化するものである事

が想像される。 乙の観察から両博士の材料が同種であると結論するのは早計

であろうか。

乙乙 lζ終始直接間接の懇切な御指導下さった，北海道大学理学部植物学

研究室の山田幸男博士，九州大学I21学部水産植物学研究室の故瀬川宗吉博士

並びlζ助言をいただいた同研究室の吉田忠生氏に感謝の記、を表する。

- 17-



56 五長類第9巻第2号昭和 36年8月

Summary 

The writer's observations on Chamaedoris orientalis collectecl from 1k巴1Zl111a， 

Okinawa are summarizecl as follows: 

(1) Proportion of th巴 lengthof stem to that of capitulum varies accorcling to the 

shape of capitulllm. 1n th巴 specimensbearing spherical capitlllllm， the stem is 101'1-

ger than capitlllllm ancl when the capitul1l111 is cylinclrical， capitlllllm is， as a rllle， 

long巴rthan stem 

(2) Th巴 nllmberof articlllation of capitulum is incle五l1lt巴， ancl has a 工巴lationshipto 

th巴 lengthof eapitllll1m. 

(3) The size.ancl shape of capitlllum are clll巴 tothe nllmber of articlllation ancl size 

of the verticillate filaments al'lsmg from each articlllation. 

Therefore， tbe writer consiclerecl that C. orielltalis (?) clescribecl by Y AMADA is 

iclentical with C. orientalis OKAMURA et HIGASHI. 

9 

The specimens of Chamaedoris orielltalis OKAMURA 

et HIGASHI from lkei zima， Okinawa. 

- 18 
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日本産アヤギヌの栄養枝と

胞子葉の相違について

森 通保木

M. MORI: Studies on the Difference between th巴 Vegetative
and Tetrasporic Thallus of Caloglossa in Japan 

緒 ニ=ロ

アヤギヌ属 Caloglossaの体の構造lζ関しては NAEGELI(1855)， CRAMER 

(1891)が C.Leprieuriiの体を許ヱ細[ζ観察している他， E. POST (1943)もC.

αめ~ata について体の形成を詳述して C. ogasaωara仰 szsや C.bornbayensis 

の成体を比較している。 また K.C. F AN (1952)は台湾産の C.bombayensis 

と日本産の C.LゆrzeurzzとC.ogasawaraensisについて閉じような観察を

行なったが更に C.bornbayensisの凶分胞子襲を具える体の構造と普通の栄

養校の構造を比較して，アヤギヌ属の胞子葉の形成されるのはその頂細胞の

性質が栄養校のものとその性質を具にするために胞子のできる特殊な組織が

できると考-えた。

筆者もとの類の体の構造について興味を有し，胞子葉の形成については

観察の結果 FAN氏と異なった見解[ζ到達したのでその概略を述べ度い。 起

筆に当り永い間御指導を賜わった九大瀬川博士が御急逝な された処，今回特

!こ山田博士の御校聞をいただく乙とができた もので，両博士{乙厚く御礼申上

げる次第である。

観察事項

資料は熊本県八代市日奈久の川口産のホ ソアヤギヌ C.ogasawa1'aensis

OKAM. と字士市や松橋H汀の汽水域のアヤギヌ C.Leprieurii (MONT.) J. AG. 

である。

体の形成は芽の先端の頂細胞 Apicalcellから始まる (Fig.r. 1， 3)0形は
ドーム状で横l乙分裂して円盤状細胞 Disc-shapedcellを分ち，乙れは更!こ縦

裂して3個の細胞とな り中央のものは中軸細胞 Centralcellと云い両側のも

のは側立后j心細胞 Lateralpericentral cellと呼ぶ。 ζζで周心細胞は斜の隔

壁によって上下に二分し，上部の細胞は小さく三角形をなすがとれを第一翼

官熊本県立宇土高等学校
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58 務類第9巻第2号昭和36年 8月

細胞 Primaryflanking cel1と 11予び， 下部の大きい方は再び縦裂して内側に

周心細胞，外側Iζは第二輿細胞 Secondaryflanking cellを生ずる (Fig.r， 4)。
次に第一翼細胞は斜の分裂によって，前記の周心細胞と同様な分裂をくり返

し，第二翼細胞はその都度縦裂してその外側に細胞を新生するから (Fig.r， 5) 
栄養校の憾が次第に形成される (Fig.r1.両図の上半部の構造)。乙のような分

裂が3回行なわれると以後は両翼細胞が単に縦裂することによって外側lζ新

しい細胞列を加える。アヤギヌの体のl揺の広いのはこの縦裂がくり返される

ためで， ホソアヤギヌではあまりくり返されず体の幅が狭い。 POST博士も

2 

Fig. 1. 
Caloglossa Le.ρl'ieUl'ii (MONT.) ]. AG 
1. Vegetative structur巴
2. Tetrasporic structure 

Caloglossa ogasa叩 araellsisOKAM. 

3-5. Development of vegetative structure 

6. Tetrasporic structur巴

- 20ー
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森: 日本産アヤギヌの栄養校と胞子主主の相l!i!について

2 

Fig. II. 
1. Caloglossa ogasa叩araellsisOKAM. 
The !eft sicle showing tetrasporic structure， 

the right sicle vegetative structur巴

2. C. Lψl"ielt1"ii小110NT.).1. Ac 
The tetrasporic structure changing to vegetative 

structure from bas巴 toapex of the thallus x 160 

59 

C. adnataの幅の広い乙とと， 幅の狭い C.bombayensisや C.ogasawara-

enszsの体を比較して同 じ見解を述べ，FAN氏もそのような考えから体の細

胞列を比較している。同氏の資料となったアヤギヌとホソアヤギ ヌは筆者の

供給したものであるから，筆者の見解も とれに一致するのは当然である。ホ

ソアヤギヌでは芽が細いので細胞の分化が順序よく観察されるがアヤ ギヌで

は体の幅が広くて且つ芽が短いと分化が急激K行なわれる。またアヤギヌの

体の幅の広いのは若い翼細胞が著しく細長いからである.また細胞列も 乙の

細胞が細分するために増加する。

ホソアヤギ ヌもアヤギヌも栄養校と胞子葉との区別は，外形的!ζはあま

りはっき りした相違がなく，胞子葉は少し幅が広い乙とが多い。 胞子葉がで

- 21ー



60 務類第9巻第2号昭和36年8月

きるのは主枝IC::多いと POST博士は述べているが，アヤギヌ [ζは主校lζ多く ，

ホソアヤギヌには副校に多い。 体の細い c.bombayensisでは胞子を生ずる

部分がその基部よりもふくらんでいるので，基部は柄のように見えるから

POST博士はとれを Stichidium状の胞子葉即ち Stichidium-artigentwickelte 

Kurztriebeと称し FAN氏は明らかに Stichidiumと呼んでいる。

FAN氏は C.bombayensisの胞子葉の構造を観察 しているが併せて筆者

の送った資料には胞子を形成しているものがなかった旨を断っている。其の

後筆者は胞子葉の多いものを多数採集する乙 とができた。

アヤギヌ，ホソアヤギヌについて見ると，頂細胞から分れた円盤状細胞

は三分して中軸細胞と側立j笥心細胞を生ずるのは栄養校の場合と同じである

が， ζ の周心細胞は縦の分裂によって内側に周心細胞， 外側に~~細胞を生 じ ，

生じた34細胞は次々にその外側に新しい翼細胞を新生して体のl障を増すと共

!C::: ，内側lζ形成された翼細胞は横に分裂して上下の2細胞となり上部の大き

い方は更に 2回分裂して四分胞子襲 Tetrasporangiaを完成し， 下の方はそ

のまま保護細胞 Guardc巴IIとなる (Fig.I. 2， 6)。かくて中軸細胞の左右に

は通常相称的に胞子認を生ずる。 乙の事実 はFAN氏の観察，POST博士の

C. Beccarii， C. Lψrieurii var. Hookeri， C. stipitata (ζ関する図と よく一致

する。 FAN氏は乙の胞子葉の組織を Tetrasporicstructureとし，栄養校の

組織を V巴getativestructureとして区別している。

考察

FAN氏は栄養校と胞子葉との分化の起るのは，頂細胞の性質の相違lζ基

づくものと考えて，胞子葉を生ずる頂細胞を “Theapical cell of a branch 

destined to become a stichidium"と呼び，栄養校の頂細胞と性質を異にす

るものと説明している。しかし同氏の図説している C.bombayensisの Sti-

chidiumの柄の組織に於ける細胞の配列は栄養校の構造， 即ち Vegetative

structur巴を示しているので，とのStichidiumを生ずる際，初め頂細胞は栄

養校的特徴を帯びるが後に Tetrasporicstructureを形成し，頂細胞の性格

が時期によって変化するように考えねばならない。また岡村博士のホソアヤ

ギヌの胞子葉の図では胞子葉の配列は必ずしも中ililh細胞の左右で対称的にな

っていない。 乙の他 POST博士は C.stiρitatαで中軸の片方だけに四分胞子

襲を生じて反対側は殆んど萎縮した例を記載 している。

胞子形成が茅の性質によって決定されるならば，同ーの芽から二様の組
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織が前後して形成される筈はないと考えて，胞子葉を広 く観察した結果，ァ

ヤギヌでは Fig.II， 2の如き構造を捉えた。これは初め胞子を形成するTetra司

sponc structureが形成され， その次IC::栄養枝の組織 Vegetativestructure 

ができたものである。 ζのよう に途中で組織の性質が変化する 乙とは頂細胞

の性質の相違として説明する ζとは凶雑である。次に頂細胞からl胞子裂を生

ずる とすれば，中軸細胞の両側に相称的に形成されるものと三考えてホソアヤ

ギヌの体を精査して Fig.II， 1の如き例を見出したιζの図では刺!の左右で

胞子の形成がちがっているが，それは胞子が単に成熟の程度の売がある と云

うのではなく ，組織が根本的!こ呉なっている。J;I[Jち胞子のできている側では

周心細胞または第一翼細胞が縦裂して Tetrasporicstructureを作っている

が，胞子のない側では Vegetativestructureである。それ故胞子52のでき

るか否かは同心細胞または，第一翼細胞の分裂の0・方lζ支配される ことが分

る。

市吉 """" B問

アヤ ギヌ属の胞子葉では乙れを形成する頂細胞は，栄養校のものと異る

性質のものと考え られていたが，日本産アヤギヌ及びホソアヤギヌを観察し

て周心細胞或いは乙れから生ずる第一翼細胞の分裂の仕方によって，栄養枝

になった り胞子葉ができた りする乙とが分った。

Resume 

As a ru!巴，a tetrasporangium is formed symmetrically on the both sides of th巴

mid-rib of the thalllls， 日ndit has been consicl巴reclthat the characteristics of the 

clome-shapecl apica! cell determine the formation of veg巴tativeor tetrasporic structure. 

After th巴observationof difIerent stages of sporophyll， the wriler has found in 

the new bud of Caloglossa Lψ門 出ll-i.i(Fig. 1I， 2) a tetrasporic structure changing 

to a vegelative one from base to apex， ancl in the grown-up thallus of C. ogasa-

waraellsis (Fig. II， 1) the tetrasporic thalllls being formecl asymmetrically ancl the 

structure ot spore-bearing sicle being qllit巴clifferentfrom th巴 othersicl巴.

Comparing these two materials， the writer conclucles: the vegetative structure 

starts from the ob!ique clivision of lhe lateral pericenlral cells， while the tetrasporic 

one begins from a longitllclinal division of the pericentral c巴115or the first f1anking 

cells. 

参 考文 献

FAl'>， K. C.， 1952: The Structure， Methods of Branching ancl Tetrasporangia For-
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海藻細胞膜の複屈折

佐藤寿子*・中沢信 午料

H. SATO & S. NAKAZAWA: Birefringence of 
Cell Walls in Some Marine Algae 

緑蕊 Valoniaでは細胞膜の複屈折の研究から成長方向の主軸!ζ対して

らせん状の微細構造がある ζ とが知られている (WJLSON，1955)。また Fucus，

Pelvetiaなどの卵では発生lζともなって，しだいに細胞)肢が強化されてゆく

ことが複屈折の研究からわかった (LEVRJNG，1952)。一般に細胞肢の複屈折は

細胞の成長方向と密接!ζ関辿し，それは細胞の粍性のあらわれであり，細胞

!肢がどの方向[ζ桜屈折をもつかは細胞の穏性の方向を推定するデータとして

重大な広ri;{えをもつであろう。乙ういう見地において著者連は数種の海藻につ

いて細胞j肢の複屈折をしらべてみた。

材料および方法

材料として浅虫で採話した Cladoρhorautriculosa， Ceramium jaρonz-

cum， Chaelol1wl'ρha crassa， Halothrix lumbricalis， Polys~ρhonia urceolata， 

Porρhyra teneraおよび Monostromasp.をえらんだ。 これらはいずれも

採集後数時間通常の泌水とともにガラス鉢[ζ入れておき，その体の一部を切

りとって海水とと もにスライドガラスにのせ，カパーをかけて偏光顕微鏡で

観察された。 イ石i光顕微鏡はオ リンパスGKIζ同社の偏光プリズムをとりつけ

たもので，直交ニコ ノレの間!と 550mμ の第一次亦色似を入れて視嬰]ーを功、くし，

細胞j院によって生ずる干沙色から綾屈折を知った。光源には 100Wの白色ラ

八戸市波小学i後

ロロ 山形大学文亙!学部
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γプと硫酸銅液のフイ /レタ ーを用いた。 実験は 1961年 4月， 浅虫l臨海実験

所で行なわれた。

結果および論義

どの材料についても原形質の抜屈折-は証明できなかった。乙の事実は，

一方において藻類原形質の抜屈折がすでに報告されていること (LEVRING，

1952; KUSTER， 1939)から考えて， 今回使用した偏光装置がそれほど鋭敏で

はなかったことを示している。にもかかわらず細胞膜については非常に明ら

かな複屈折がみられた。まず，単lζ直交ニコルの聞に生の細胞を置くと，細

胞!院は一般に polarizer-analyserの直交軸!こ対して 45
0
の方向lζ十字形の複

屈折を示した。 ただし PorρhyraとMonostromaとは複屈折をほとんど示

さなかった。つぎに第一次赤色板を入れると大体において細胞膜の表面が~

方向にきたときに青色，.1'方向にきたときlζ黄色の干渉色をあらわし，その

他の方向では干渉色を示さない。ただし Ceramiumだけは特殊な複屈折を

示した。乙れらについて以下記述する。

(1) Cladoρhora. 長軸方向の細胞膜がもっともよく複屈折を示し， 長執

が~方向で青，.1'方向で黄にみえる(図 1)。横軸方向

の隔壁はやや複屈折がよわいが，やはり横執が~方向

で背¥1"方向で黄にみえる。頂端細胞の末端でも強い

複屈折があり，末端の切線が日または:では干渉色が

あらわれないが .1'ではj買，'¥.では背ーになる。 乙のよ

うに頂端にも強い被屈折があるととは， ζの部分でも

充分lζセJレロ ーズが蓄積しており，他の部分と同様{ζ

compactな構造をもっ乙とをあらわしている。 他面

において， Cladoρhoraを中性赤で生体染色したとき

lζ頂端でもっとも早く色素が侵入する乙とから，細胞 し
!肢が頂端ではそれほど compactではないと考えられ

た (NAKAZAW A， 1958， 1959)ロ しかし抜屈折からみる

とこの考えはやや改めなければならないであろう。し

たがって頂端細胞の示す差次透過性については別の説

明が考えられるべきである。

(2) Chaetomorρha， Halothrix， Polysiρhon切 な

どについても Cladoρhoraとおなじ方向[ζ同様の干渉
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色があらわれた。

(3) PorρhyraおよびlVlonostromaではわずかに桜屈折がみられたが，そ

の方向については明らかな事情がわからなかった。とれは，乙れらのタルス

がべつに成長方向の定まった極性をもたない事実とよく合致する。 したがっ

て，乙れらでも胞子の発芽当時には定まった成長方向をもっているから，そ

の段階ではおそらく明らかな複屈折がみられるであろうと考えるが，乙れは

今後の研究問題である。

(4) Ceramiumのタ Jレスは形態的 lζ定まった成長方向をもっている点に

おいて PorPhyraや Monostromaとは異なっている。 しかしまた Clado-

ρhoraなどとちがって多くの細胞が組織をつくっているために，複屈折はや

や混雑してあらわれる。タ Jレスの長軸を t方向に

おくと肥厚部と細い部分との中間帯lと複屈折があ

らわれ，タノレスのアウトラ イシが~方向の部分で

青 .1'方向の部分で黄lζなる (図2)0 長lI4!Jを~方

向lζおくと肥厚部で背，細い部分で黄，その中間

帯では干渉色がでない。 J方向lζおくと反対に肥

厚部で黄，細い部分で育，中間部・では色がつかな

い。 したがって肥厚部の細胞では長軸方向に対し

て負，細い部分では同方向に対して正の複屈折を

もつ乙とになる。

以上の観察から明らかなように，細胞膜の複

屈折は一般に細胞の枢性と密接な関係をもってお

り，Cladoρhora， Polysかhonia，ChaeiomorJうha，

図-2 Cera刀ltumの複屈

折 二は賞，:日;は
青色， Pはpolarizer，A 
は analyser，rは第 1次

赤板のililll

Haloihrixのように細胞が規則正しく列をなして糸状に配列し，一方向に成

長してゆくものでは最も強い複屈折をあらわし，PorPhyraや Monostroma

のように多細胞が不規則に配列し，全体の生長方向もあまり規則的でないよ

うなタノレスでは複屈折も弱く ，その方向も明らかでない。そして，多細胞が

組織をつくり， しかもタ Jレス全体に固有の規則的形態分化がおきている

Ceramiumでは複屈折も明らかであり，分化の方向lζ応じて複屈折の方向も

定まっている。細胞j院の複屈折が細胞の極性の表現であるとすると，分化は

細胞の極性がその細胞の位置に応じて方向を変える こと によって，生起する

乙とをよくあらわしている。 したがって，分化が明らかでないPorρhyraや
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Monosiromaでは複屈折の方向もまた不明硲である。 Ce7'amiumのタ Jレス

は中軌をなす巨大な細胞の列と，そのまわりをか乙む小細胞の組織とからで

きている。 複屈折が大体において Cladothoraの場合とおなじく 中軸の巨大

細胞列のそれと一致するが，それだけでは説明できない。というのはタjレス

の周辺部だけでなく中央にも強い複屈折があらわれるからである。乙れは，

まわりの小細胞の組織の奥方性によるもので，組織の異方性の方向が場所lζ

応 じて交互に分化しているζ とを示している。

Haloihrix lumbricalisの種を同定して頂いた弘前大学の高松正彦教授

に感謝いたします。

Summary 

Birefringence of cell wall was examined in some marine algae. (1) 1n Clado. 

ph01耳 目triclllosa，Chaet01n01pha C1"assa， J-Ialot/u'o:; lumbバcalis，and PolysiρhOllia 
w'ceolata， th巴 thallllSis五lamentolls，composed of cells arranged one-dimensionally 
or of a bllndle of sllch filaments. These showed a strong birefringence negative 

with respect to the sllrface of the cell 、vall，bllt positive in the perpendiclllar direc-
tion. (2) 1n Ce1・'amiumja.ρollicwn， the thalllls is composed of thick and thin tisslles 
arranged in alternation. 1n the thick zone， the birefringence is negative in the 

longitlldinal direction and positive in the transversal direction. Bllt， the thick zone 
exhibits birefr・ingencepositiv巴 inth巴 longitlldinalbllt negati¥'e in the transversal 

direction. That is， th巴 birefringence is clos巴Iyconnected with the morphological 
speci日cityof巴achzone. (3) The thalli of P01~ρhyra tene1"a and of lVJ0l1ost1'oma sp. 

are composed of mllltiple cells arranged two-c1imensionally， bllt their morphology 
is not always llnclergoing a clear differentiation. 1n these algae， the birefringence 
is obscure. (4) As above， generelly， the birefringence seems to be strongly related 
to the morphogenesis. If th巴 birefringenceof cell wall exhibits the celllllar polarト
ty， it seems that the morphological di任er巴ntiationof a l'egion of an algal bocly is 

attributed to the determination of celllllar polarity of that region. 

文献

KUSTER， E. (1939): Ueber die Wirkllng des Zentrifllgi巴rensauf die Viskositat des 
leb巴ndenProtoplasmas. Kolloid.-Z. 89， 237-238. LEVRING， T. (1952): Researches on 

出esubmicroscopical structllre of eggs ancl spermatozoids of FUCllS and related 

genera. Physiol. Plant. 5， 528-539. NAKAZAWム S.(1958): Permeability di丘erentm-
tion in the cell-wall of Cladopho1"a. Bull. Jap. Soc. Phycol. 6， 1-4. 一一一一 (1959): 
Polar vital staining and c1ifferential plasmolysis of Cladophora cells. Phyton (Allstria) 

8， 35-37. V，TILSON， K. (1955): The polarity of cell-wall of Valonia. Ann. Bot 19， 
289-292. 
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附着陸藻の大きな塊りについて

佐藤重勝*

S. SATO: On Large Masses of the Attaching Diatol11s 

浮世寄生物による海水の呈色現象は， “赤汐"として古くから知られてい

るように，人眼をひき易く ，I時lとは大きな産業的影響を与える。乙の中には

浮滋1注藻によるものも少なくなく ，之lζ関する報告も多い。之l乙反して，附

着E圭淡によるものはあまり眼につかないためか，現在まで之に関して出され

た報告は専ら産業的影響をもっ場合(例えば鮎の餌料としての水苔， ノリ撰

の “ヨゴレペ ノリ 葉体の H ドタグサレペ カキ採苗器の “ヨゴレペ マリモ

の変色など)で， 主として影響を受ける生物の研究の中で行なわれており，

珪藻若手体自体の大きさも顕微鏡的なものが多い。 しかし，浅海域には附着陸

藻の大きな塊りが存在しているこ とがあるので，以下にその二，三の例を報

告する。なお， 乙れらは多くの場合， 大型の海藻あるいは ~Iô生物的粘着物と

考えられ，あまり注目されなかったが，注意して観察すれば各地に問機な例

を発見するととができるのではないかと考える。

加茂湖のカキ筏lζ附着した鮮体

新潟県佐渡島の加茂湖では，カキ筏の垂下総やカキの株に50cm以上に

及ぶ細長い塊りが附着し，之が附着するとカキの身入りが悪くなり，又乙れ

を振るい落しでも再び大きな塊りができるので始末に困ると云われている。

1958年10月採集の資料を検鏡したととろ， それは附着{注藻群体の塊りであ

った。

優先種は Biddulρhia1うulchellaGRAYであり(第1図A)，更にその上に

Cocconeis scutellum EHR.が附着していた(第1区1B)。 乙の;fW体は殆んど上

記 2種だけからなり，その他の種はごく少ない。

小網倉湾のカキ筏lζ附着した群休

宮城県牡鹿半島の荻浜湾 ・小網倉湾附近のカキ筏lとも，長いものでは 1

m以上K及ぶ網状の塊りがみられる。 例年乙れらが最も大きくなるのは 12

月頃で1月になると消失すると云われており，とれが甚しく多く附着すると

カキの身入りが悪くなるというので注目されている。 しかし，逆にこれが早

u 東北海区水産研究所
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いi時期 (5月 ・6月)Iζ附着増殖すると，カキの害敵であるムラサキイガイの

附着を阻げるので身入りが良くなるという業者もいる。後者の現象が真に存

在するならば，意識的lと養殖技術に導入する乙とも可能であろう。また，

のような群体がワカメの妥猫施設に附着した場合は，小さなワカメは乙れに

まきっかれ，その部分が白 くなって脱落し易く fJり，成長も思く ，ちぢれて

品質も落ちてくると云われている。

とれらの群体は，Navicula grevillei HEIB.の場合と MelosiraB01'reri 

GREV.の場合があるが，何れも殆んど単一種で占められている。

塩釜港内でみられる群体

上記の例のように特に長くはないが，松島湾のノリ養殖筏のロ F プにz

Melosira mmzmuloides AG群体が 10cmf立の高さで叢生して いるのをしば

しば見かける。そこで塩釜港岸の岩などを注立して観察していると，12月

頃lこは岸の岩一面lζ附着磁渓が議生していー

るのを発見した。乙れは例年略同様な経緯

をたどって増減し，冬!と多くなり存IC少な

くなるc 盛期ICは20cmイ立の高さで岩全体

1Ylelosira Borreri 

乙

100μ 

邸主査港岸の岩11:

附着したl注~~

第 2図

を校っているが，之は

GREV，である s 場所によっては Navicula

grevillei HElBが優先程である乙ともある

が， その場合の群体の高さは 5cmイ立であ

った。岸辺の岩全体としては，以上述べた

3種が骨組みとなり，それに Lic1110ρhora， 

29ー
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Navicula， Nitzschia， Slzeletonema， Synedraなどが泥と共!と粘着している例

が多い(第 2図)。

岸の岩』ζ附着している位藻群イネの:塊りについての産業的影響は目下の処

考えられない。また， ζのmー体を研究室内で飼育しているアワビ[ζ与えてみ
たが摂餌されなかった。 ζの場合，ア ワビはワカメやカジメのような大型海

藻を反餌する と共に飼育器壁lζl役み閥、を残している点からみて，アワビが特

にとの珪藻を嫌うということは考ーえられないが，むしろア ワビがなめるよ う

に呑み込む餌のとり方lζ 乙の碇ciU洋体の形態が適しないためではないかと考
えられる。

上記のいろいろな准藻による大きな塊りができる時は，7](がj古く澄み浮

激砧藻の少ない場合が多いことは注目 に和liする。 前述したような貝類の身入

りの不良が起る場合は，乙の原因が硲・藻群休{ζより海水からの餌料の供給が

阻け、られる ζともあろうが，またその|時には海水中lζ餌料生物が少ないζと

にもよるのではないかと考えられる。その芯味で，乙れら附着珪藻;j]fイネの大

きな塊りの出現は，1曳海養殖場の水質指標ーのーっとして観察してゆく 必要が

あろう。

終lζlHJみ，佐渡島加}先制の材料を与えられ更に校関の労をとられた東北

水研増殖部長谷田専治博士，草稿!ζ対し助言を賜わった北海道大学農学部元

田茂，農学部犬飼哲夫，田川隆，内田登ーの各教授に厚く御礼申し上げる。

また，磁藻分類上の確認をいただいた東海水研高野秀昭博士lζ感謝する。

Summary 

Large masses (5-100 cm in length) of the attaching diatoms ，，"ere often observed 

at Lake 1くamo，Koamikura Bay and Shiogama I-Iarbour・ Thispaper deals with th巴

microscopic characteristics of these attaching diatoms and the inAuences of them 

011 the aquiculture" 

評議員選挙開票結果

去る6月 20日をもっ て本会評議員選挙を終え 6月初日にIJiJ票いたしましたところ

下記の 9氏が当選いたしました。

北海道地区時間慌川繍i，1J策 :東北地区黒木宗向関東地区抗自国

三郎 加的英男 :中部地区制木紀男 ;近畿地区 広瀬弘幸 :中国 ・四園

地区猪野俊平 :九州地区間中間 (敬称略)
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藻 実買 の 英 名 (3) 

近江彦栄一

H. OHMI: Common English Namcs of Algae (3) 

先lζ 「藻類」の 3巻 2号及び 3号lζ海藻の英名及びハワ イ名のリス トを

載せたが，その後，折にふれて新たな英名lζ遭遇したものがあり，それ等を

書きとめておいたのが下記の迫加である。之等の中には，そのものの性質 ・

特徴 ・外形などをよくとらえて端的[ζ表現したものが多く 'colorchanger'， 

'cup and saucer'，‘peacock's tail'，‘popping wrack'， 'plumed chenille'， 

'sea colander'， 'sewing thread'，‘spongy cushion'，‘stick bag'などはその例

である。 又， 中lζは 'oyst巴rthief'や ‘pocketthief'なと、穿った名前も見ら

れるが，'oyster thief' Iζ就ては Guberletは次のように解説している。

The name of oyster thief is well chosen， for this seaweed is a pest on 

oyster beds. When the water is shallow or the tide out， the balloon is 

filled with gas bubbles， and on the return of the tide the inflated balloons 

lift the young oysters to which they have b巴comeattached and float them 

out to sea. 1n France workm巴nhave attemped to free the oysters from 

the seaweed by dragging nets or ropes over the oyster beds. 

引用文献

DAl¥OIS， E. L.: Mari日巴 lifeof coastal waters. 1957. GUBERLET， M. L目 Seaweeds

at Ebb Tide. 1956. TIFFANY， L. H.: Algae-The Grass of Many Waters. 2 nd Ed.， 

1958. 

英 名 学 和 名 備考名

A 

Ahnfelt's sea¥¥'eed， busby Ahllfeitia plicata 

Ahnfelt's seaweed， loose Ahllfeltia gigartilloides 
Angel ¥Ving Pte，'osiphouia dClld，'oiclca 

イ ?ニノプサ

Baby ang巴 wing

Baron Delessert 

Bead coral 

B 

Ptel百Sψ/wl1iagracilis 

Delesseria clecipicl1s 

Calliarthrol1 

北海道大学水産学部
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英

Beauty bush 

BJack pine 

BJack tassel 

BJadder Jeaf 

BJadder weed 

BJister wrack 

Bro¥Vn sieve 

名

Color changer， crisp 

CoJor changer， loose 

学 名 手口 名

Callithamniollρikeall.ulIl 

Rhodo11lela larix フ ジマ ツモ

Pterosψh071ia bipul7lata イト ヤ ナギ

C:ystoph:yllttm gcnulIatttm エ ゾ モク

Cystoseira t.刷 出 risafolia

Lamillm-ia bullata 

Pllll.ctaria latifolia 

C 

DeslI凶 restiaaculeata 

Desmarestia intermedia 

ハパモ ド キ

トゲウ ルシ グサ

CoJor changer， wide Deslllarestia ?Ilullda 
branch 

CouJter's seaweecl Agardhiella collltel-i 

Crisscross network Poly"eura latiss初za

Cup ancl saucer COllstantill.ea simplex 

Curry comb Odollthalia washillgtoll.iensis 

Dai I1ty Jeaf 

DeviJ's appron 

D 

Erythmglosslt1lt intennedium 

Lamillaria andersoJlii， 
L. fm加 CJtt

Duck ¥Veecl Lenma ウキク サの一極

Farlow sea¥Veecl 

Fir neeclJe 

GracefuJ coral 

Grapestone 

Green ball 

G reen confetti 

Green rope 

Green scums 

Green string lettuce 

Griffith seaweecl 

Hiclclen rib 

Hooked rope 

Hooked skein 

lriclescent seaweecl 

F 

Farlowia mollis 

Heteroch.ordaria abietiJla "'7 

G 

Corallilla gracilis var. del1Sa 

Gigartina 

Cladoρhora trichotoma 

ツ モ

El1teronwlpha CO刀zp1.essa ヒ ラア オ ノ リ

Spollgo112OJpha coalita 

ProtocOCCltS， Volvox， Chlam:yd011l0nas 

Ulva lillza 

G riffithsia pacifica 

H 

Cryptoplellγa I"IlPrechtiana 

A 11 titha11t1lion U llcinatZl1n 

Antithanmion戸acificu11t

I 

lridoρhyclts 
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英

Leaf coral 

Link confetti 

Lyall's sea¥¥"eed 

Nail brl1sh 

Oyst巴rthief 

名

Parasitic sea lal1re 

Peacock's tail 

Perennial kelp， giant 

Perennial kelp， small 

Pll1med chenille 

Pocket thief 

Pointed Iynx 

Polly Collins 

Polly Hendry 

Polly Pacific 

Pompon 

Popping wrack 

Pottery seaweed 

Red eyelet silk 

Red fringe 

Red jabot laver 

Red kal巴

J~ ecl laver 

Red rockじru:;t

Recl sea fan 

Recl serving fork 

Rccl wing 

Rock¥¥"eed 

Rl1ch巴

Sea belly 

Sea brl1sh， sharp 

近江 ~iH置の英名 (3) 

学

Bossea 

名

L 

手口 名

EJ/teromorρha iJ/testiJ/alis ;j{ウアオノリ

Prio/litis lyallii 

N 

E/ldocladia 1IIltJ・icata

O 

Colpo1ne/lia sUl/Iosa 

P 

Jα/lczewsk・iagardneri 

Pαduza pavolli.a 

!l Iacrocystis ρ~rifera 

Nlocroc:ystis 'Integri:folia 

Das:yo戸山戸lU1IIosa

ColpoJJw/I'Ia sillltOsa 

GratclollρJa twnala 
Pol)山ρhOJJiacolliJJsii 

Poly山 ρhOlliahelldr:yi 

Polysi戸hO/liatacifica 

PterygoρhOJ百 califomica

Ft山川 fllrcatlls 

CeramiuJJt tacifiC/lJn 

R 

Rhod:yme/liaρertusα 

Porph:yra lIaiadlt1n 

Porph:yra lanceolata 

フクロノリ

タジモドキ

フクロノ リ

アナグルス

Rhod)lJJtl:nia palmαta グ
f. 17lollis 

ノレ ス

Porthyra perforata 

LiI hothaJJι川 111Jι

Callothyllis edentata 

Sarcodiotheca furcata 

Ptilota filicilla 

Fuclls fUJ・catus

Cryttoρleu I百 rutrecht回na

S 

Gastroclo山川JLcoulteri 

OdO/lthalia f!occosa 
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ヨ定 名 学 名 京1 名 術i 考

Sea brush， 50ft 
SeH brush， sti妊

Sea cabbag巴

Sea colander 

Sea comb 

Odollthalia lyattii ライアノレノコギ日ヒパ

Odollthalia camtschatica jJム#シカノコギリヒパ

Sea f巴rn

Sea lace， coarse 

Sea lace， delicate 

Sea laurel 

Hedoρhptlum sessile 

Agarum fimb7-iatU1n 

Plocamiu1n pacificu1It 

Bryoρsis corticulalls 

/IIIicrocladia b07-ealis 

1I1icrocladia coulte7-i 

Laurl'lIcia spectabilis 

Sea mustard UlIdaria pinllatificla 

Sea orange or 5ea Petagotycus 

Sea pal111 

Sea rods 

Sea rose 

S巴asac 

Sea spatula 

Sea staghorn 

Seersucker 

Se¥Ying threacl 

Silk confetti 

Split whip wrack 

Spongy cLlshion 

Stick bag 

Tar spot 

Tassel wing 

Ticle pool coral 

Triple rib 

Turkish towel 

Veinecl fan 

Vine kelp 

Water net 

可νhiptube 

Wing kelp 

pumpJun 

Woocly chain bladcler 

Postels叫 talmaefonnis

Lami7lan:a cloZ/.stolli 

Schizym.ellia pacifica 

Halosaccion glandぴonne

Pleuroρ/りICUSgardlle7・i

Codium j行ragile

Costaria costata 

Gracιla7-ia velγucosa 

ElIter01JL07tha 1うlUlllosa

Laminal-ia and四百01lZZ

Codium setchetlii 

Coilodesme cal柿rJllCa

T 

Raφia pacifica 
Plcrocholldria woodii 

Coratlina chilellsis 

Cy川 atheret口:pticata

Gigω-tma exasρerata 

v 
Hy川町山崎 flabetlig~1官

Macrocyslis 

w 
Sρu-ogyra 

Scytositlwn lomcntaria 

Alaria valida 

Cysloseira oSJnll1ldacea 
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マリモの球形集団形成に関する一実験

山田幸男ー .阪弁与志p:(g*

ある種の海藻の球形築団が世界各地から報告されているが，我国からも

キタミ モツレグサの球形集団が釧路市附近から採集された。又誌類ではない

が猪苗代湖や屈斜路湖から球形のマリゴケが知られている。又中部千島のウ

ノレツプ島の海岸からは主と して，禾本科植物の破片からなる球形の塊が採集

されている。之等球形集団は水の動きによって出来たものであろうと考えら

れている。

マリモの球形集団は如何にして形成されるかと云う事については，西村

真琴(1923)はマ リモ糸状体の極性の変化し易い乙とが球形集団形成の大きな

原因である とし， 管野利助 (1934)は阿来初jのマリ モは河川|の流入する遠浅

の，底質が砂や礁の処で水の運動により球形になると云っている。阿寒湖lζ

於けるマリモの分布調査が山田を長として，昭和28年ーから 30年(1958-'60)

lζ豆り行なわれたが，分布面積及び生育註から云えば球形をなすものより，

芝生状をなすものの多い ζ とが知られ，又芝生状のものは深くて水の勤きの

少ない処lと多く見られ，浅く水の勤きの激しい処では球形集団の多い乙とが

日月らかにされた。

之等の事から水の勤きのある ζ とが，マリモが球形の集団を作る大きな

要因であると考えられる。 ζの事は又，マ リモの球形柴田を水の動きのない

水槽lζ入れておく とボサボサになり，遂には乙われてしまう事からも推察す

る事が出来る。

然し，7.K.の動きが球団形成の原因であろうと云う司王は，単なる推定に止

まり実験による結果ではなかった。そ乙でマリモの球形集日!の培養中之に水

流を与える事によって長期間その球形を保ち得るか，又は芝生状の集団が球

形集団を形成するに至るかを知る為にこの笑験を行なった。乙の実験は昭和

33年 (1958)11月25日に開始した。 ζの|時第1図!と示す様lζ球形のもの 1

個と多くの芝生状の柴田を直径30cm，深さ 16cmのプラスチックの水橋11こ

礁を入れた中lζ入れ，之を柳本製作所製MS-4型 マグネチック ・スタラ ーの

上にのせ，廻転車b予の中型のものを廻転目盛4，ζ して水流を与えた。乙の水

長北海道大学理学部植物学教室
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しt t ムj

第 1図 昭和33年 11月25日，
実験開始時の状態

第2図 昭和36年 7月 13日，

実験終了時の状態

槽rtのマリモはその中心lζ近い11Hi分のものも， 周囲にあるものも約15秒で

水槽 r~1 を 1 周し，又マリモ集問の 1 1時間の廻!i~:数は 500-900 回であったが，

実験1m始時の 1似の]幻影集団だけは緊符で重い為か廻転数は，この 1/2又は
それ以下であった。尚乙の実験で出来た球形柴田は普通の廻転1誌を最後まで

続けていた。 {JE試マリモは全部で約15gであった。 ζのi吉長期間中約5日

目毎[ζ水槽の水を:11'-戸水と換えたが，栄養塩等は全く与えなかったω

この様lζ して約2年 8カ月経過した昭和 36作 7月 13口のものが第2図

{ζ示忘れており，その重さは全部で約170g になっていた。 この重さはマリ

モの113団lζ含まれている水をその集団から水が滴下しない程度にしぼった時

のものであり，陥って水の重さも加わったお り舵物体だけの重さではない

又i音13中7.1<.を換えるl時lζ伽1々 の糸状や1.:が流失したとと もあり，正flo・な ものと

は云えないが， との問lζ約10倍も重さを増したポ!こなる。 さて，第2図l乙

示す#!dζ実験終了事には開始時の球団の表面に，水中を浮泌-していた糸状体

が不規則に附着して多少ポサボサした外観を呈するに至ったが，球団それ自

身は依然としてしっかりしていた。乙れはさきに阪弁(1952)が阿寒湖でみた
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癒状集団又は重層球団[ζ移行し得るものであり，他のものより廻転数が少な

かった為と思われる。又，芝生状を呈していた中のあるものは球形集団を形

成した。 その殆んどは放射状球団であり，直径3cm以上のものが8ケ，小

さなものが多少あったロ 直径3cm以上のものはそれを作る糸状体の密度が

粗であり，阪井がさきに放射状緩球団とよんだものと同一であり，中には空

気中lζ取り出すと乙われてしまいそうなものもあった。然し，小さなものは

緊密な球形集団をなすものが多かったが，中!とは放射状をなさぬものも見ら

れた。

福富孝治等 (1952)は阿寒湖lζ於いて波高30cm， 波長 3m程度の高い

波を時々観測したが， との場合直径5-10cmのマリモ球形集団の動揺の憶

は6.4-4.9cm， 1時間の廻転数は 3，000-1，200回になるととを理論的に算出

した。直径の小さなものでは更に廻転数は多くなると思われる。本実験に於

けるマリモの廻転数は福富等の与えた数値{ζ遥かに及ばないが，この程度の

水流を与える乙とによってもマリモは球形柴田を形成し得る乙とを確めた。

もう少し廻転数を増せば緊密な美しい放射状球団を得る乙とが出来るかも知

れない。又マリモの球形集団をキタミモツレグサ，マリゴケ，更にウノレップ

島の稗片の球形集団と比較すると，マリモでは多くの場合糸状体が球の中心

から表面へ放射状[ζ排列しているのに反し，マリコeケ等ではその構成要素は

全く不規則lζ排列しているのが著しい相違点である。マリモの糸状体があら

ゆる方向に校を出し，又仮根の形成によって他物!と絡まり得る乙とが，放射

状球形集団を作り，よくその集団の形を保ち得る原因である。然し本実験で

も小型のものに非放射状のものが見られたが，あまり多くの廻転を与える乙

とがとの原因であると考えられる。
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pp. 217-228. 福宮孝治等 (1952) マリモ調査報告 pp. 67-101. 阪弁与志雄 :向上

pp. 57-66 
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Dr. OVE SUNDENE氏の 訪 日

ノルウヱ 一国;rスロー市郊外にある海泌研究所のスンデヰ博士からの通信によると，

今年9月初旬に日本に来られ，約2ヵ月間滞在して日本各地の海磁養殖卒業や海説利用状

況を視察 し， 併せて二， 三の臨海実験所で海~~， 努kに Antitham1lion その他の紅藻類を採

集し，或ものは生きた材料を持ち帰って培養研究に供したいとのことで，日本滞在中の旅

程を立てるについて泣く見を求められたので，会長山田幸男博士をはじめ，殖回三郎博士そ

の他の方々の芯見をもとにして私案を立ててみたが，日程がきまり次第，各方面lと予め:お

願いのお面を差上げる筈:なので，その際はできるだけ使宜をお計り願いたく ，ここにお知

らせ努々お願いしておきます。同博士の業績には方スロー峡湾の海藻群落に関する大著が

あり，コンブ腐の交配研究などもあります。先年オスロ ー訪問の際，出迎えや案内を親切

にして下さった方です。(1時間 掠)

平[子 4
2
 

録 事

会員移動

(昭和 36年4月1日より昭和 36年8月15日まで)

新入会 (5名)

昭和 36年8月15日現在会員数 349名

住所変更(6名)
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